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動物：乳牛，ホルスタイン種，雌，約７オ。

臨床的事項：高度ないし中等度の削痩，貧血，肝機能障

害および蛋白尿が露められたが，詳細な病歴は不明であ

る。外科実習の後,病理解剖実習用として放血殺きれた。

剖検所見：大小様々な腫瘤が，肺や縦隔・肋骨胸膜など

胸腔内部をはじめ,肝や胃周囲などにも多く認められた。

肺における腫瘤は径ＯＢ～７ｃｍ大で，肺門部から気管支

に沿ってとくに多発していた。また，胸腔内部に多発し

た腫瘤は，食道や大動脈弓を強く圧迫していた。これら

の腫瘤は，比較的小さなものは灰白色を帯び充実感があ

ったが，比較的大きなものは黄色あるいは暗赤色を帯び
壊死や出血がみられた。

組織所見：腫瘤はいずれも比較的小さな細胞のびまん性

腫瘍性増殖によって形成きれており，肺では気管支・肺

胞腔内やリンパ管内にも多くの細胞を入れ，本来の肺組

織は強く圧迫されて無気肺状であった（写真１，ＨＥ，×
40)｡腫癖細胞塊は厚い結合組織におおわれていたが，そ

の内部は薄い血管結合組織によって支持され，血管と腫

癖細胞は密に接していた。これらの腫蕩細胞の形態は不

明瞭であったが，おおむね紡錐形ないし多角形を呈し，

大小不同であった。細胞質は好酸性を帯び，比較的乏し

かった。核は長楕円形，卵円形あるいは類円形を呈し，

クロマチン凝集塊は明瞭で，核小体も確認された｡また，

核分裂象も散見された（写真2,ＨＥ，×200)。細胞質内

の分泌穎粒を検出するためにCrimerius染色およびFon-

tana染色を施したところ，いずれも陽性を示し，好銀性

穎粒の存在が確認された。大きな腫瘤では，そのほぼ中

心部に広範な変性，壊死とそれに伴う出血がみられた.

間質には，細胞浸潤はとくに潔められなかった。電顕で

腫瘍細胞を観察すると，細胞質の突起が目立ち，この部

位の細胞間にはデスモゾームが，細胞質内には分泌順粒

がいずれも少数囲められた。この分泌穎粒は，直径約

200,ｍの小型で大きさがよくそろい，電子密度はきわめ

て高く，限界膜との間にはハロ－を有していた。

診断：肺の小細胞性未分化癌Smallcellanaplastic

carcinomaoｆｔｈｅｌｕｎｇの紡錐形細胞型Fusiformtype。

これはＷＨＯの分類（1974年版，Bulletin）によったが，

日本肺癌学会の新しい組織分類（1977年）に従えば，小

細胞癌Smallcellcarcinomaの中間細胞型Intermediate

celltypeに相当すると考えられる。


